
米
軍･

自
衛
隊
は
イ
ラ
ク
か
ら
撤
退
せ
よ

憲
法･

教
育
基
本
法
の
改
悪
を
許
さ
な
い
決
議

ア
メ
リ
カ
が
イ
ラ
ク
戦
争
を
開
始
す
る
直
前
、
国
連
安
保
理
事
会
で
、
衛
星
写
真
を
示
し
て
大
量
破
壊

兵
器
の
存
在
を
力
説
し
た
パ
ウ
エ
ル
米
国
務
長
官
が
一
三
日
、
上
院
の
公
聴
会
で
、
イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊

兵
器
に
つ
い
て
「
い
か
な
る
備
蓄
も
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
将
来
も
見
つ
か
ら
な
い
と
思
う
」
と
証
言
し

ま
し
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
の
大
義
で
あ
っ
た
「
フ
セ
イ
ン
政
権
は
、
大
量
破
壊
兵
器
を
製
造
し
て
い
る
」
は

完
全
に
崩
れ
去
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
自
身
が
大
義
が
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
連
の
ア
ナ
ン
事
務
総
長
は
一
五
日
、
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
イ
ラ
ク
戦
争
は
、
国
連
憲
章

上
か
ら
、
違
法
な
も
の
で
あ
る
」
と
し
、
国
連
安
保
理
の
決
議
を
経
な
い
で
始
め
た
イ
ラ
ク
侵
略
は
、
不

法
で
あ
る
と
と
も
に
国
際
社
会
の
総
意
を
得
て
い
な
い
と
言
明
し
て
い
ま
す
。

イ
ラ
ク
で
は
、
主
権
移
譲
が
行
わ
れ
た
と
は
い
え
、
戦
闘
が
続
い
て
い
ま
す
。
米
・
英
の
占
領
状
態
に

対
す
る
抵
抗
武
装
勢
力
に
対
し
て
、
米
・
英
を
中
心
と
す
る
多
国
籍
軍
は
、
無
差
別
攻
撃
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
。
結
果
、
多
く
の
住
民
が
死
傷
し
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
で
は
一
三
日
、
米
軍
が
空
爆
し
、

子
ど
も
や
女
性
を
含
む
イ
ラ
ク
人
一
五
人
が
死
亡
し
、
二
〇
人
が
負
傷
し
て
い
ま
す
。
バ
グ
ダ
ッ
ド
で
は

一
二
日
、
三
七
人
の
イ
ラ
ク
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
中
心
部
の
ハ
イ
フ
ァ
通
り
で
は
、
戦
車
と
武
装
ヘ
リ

か
ら
の
無
差
別
攻
撃
を
加
え
、
子
ど
も
二
人
を
含
む
一
三
人
が
死
亡
し
、
六
一
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。
こ

の
現
場
を
取
材
し
て
い
た
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
テ
レ
ビ
記
者
が
米
軍
ヘ
リ
の
攻
撃
で
死
亡
し
、
二
人
の

カ
メ
ラ
マ
ン
が
負
傷
し
ま
し
た
。
タ
ル
ア
フ
ァ
ル
で
は
五
一
人
が
死
亡
し
、
ラ
マ
デ
ィ
で
は
一
〇
人
が
死

亡
、
四
〇
人
が
負
傷
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
武
装
勢
力
に
よ
る
攻
撃
も
続
い
て
い
ま
す
。
バ
グ
ダ
ッ
ド
で

は
、
米
大
使
館
や
暫
定
政
府
の
あ
る
中
心
部
で
、
自
動
車
爆
弾
や
ロ
ケ
ッ
ト
弾
に
よ
る
攻
撃
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ッ
ラ
で
は
一
二
日
、
武
装
勢
力
の
待
ち
伏
せ
攻
撃
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
三
人
が
死
亡
し
、

三
人
が
負
傷
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
軍
の
事
実
上
の
イ
ラ
ク
占
領
が
こ
う
し
た
事
態
を
招
い
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
は
、
隊
員
を
交
代
さ
せ
、
サ
マ
ワ
に
駐
留
を
続
け
て
い
ま
す
。
沖
縄
か
ら
は
、
墜
落
事
故
を
起

こ
し
た
ヘ
リ
と
同
型
機
が
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
政
府
は
、
沖
縄
県
民
や
宜
野
湾
市
民
に
対

し
て
、
誠
意
あ
る
態
度
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
日
本
政
府
の
姿
勢
は
許
せ
ま
せ
ん
。

テ
ロ
と
の
戦
争
は
、
憎
し
み
と
暴
力
の
連
鎖
を
生
む
だ
け
で
す
。
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
テ
ロ
集
団
は
、
学
校

を
占
拠
し
、
多
数
の
子
ど
も
を
含
む
三
〇
〇
人
を
超
え
る
死
者
を
出
す
と
い
う
凄
惨
な
事
件
を
起
こ
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
政
府
は
、
軍
隊
を
派
遣
し
ま
し
た
。
テ
ロ
に
対
し
て
、
軍
隊
と
い
う

暴
力
で
は
、
問
題
が
解
決
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
は
、
こ
れ
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
、
暴
力
に
よ
ら
ず
、
話
し
合
い
で
の
解
決
を
示
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
自
ら
が
軍
隊
を
持
た
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
い
ま
す
。
国
連
憲
章
で
は
、
戦
争
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。
国
際
社
会
の
秩
序
は

「
力
の
支
配
」
で
は
な
く

「
法
の
支
配
」
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
り

、

、

ま
せ
ん
。
ま
さ
に
国
際
社
会
の
ル
ー
ル
に
照
ら
し
て
、
日
本
国
憲
法
は
輝
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、｢

戦
争
を
す
る
国
」
づ
く
り
を
ね
ら
う
日
本
国
憲
法
の
改
悪
に
反
対
し
ま
す
。
ま
た
、
改

憲
と
根
を
一
つ
に
す
る
教
育
基
本
法
の
改
悪
に
反
対
し
ま
す
。

右
決
議
し
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
九
月
一
八
日

埼
玉
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
第
五
回
分
会
・
専
門
部
代
表
者
会
議


